
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」

　
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

　

　
近
年
、
多
く
の
企
業
が
二
〇
三
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
達
成
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
の
利
用
拡
大
が

欠
か
せ
な
い
。
大
林
組
は
再
エ
ネ
発
電
事
業
に
二
〇
一
二
年

か
ら
取
り
組
み
、
太
陽
光
発
電
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

風
力
発
電
（
陸
上
・
洋
上
）
と
、
同
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。

こ
の
中
で
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
エ
ネ
は
、
季
節
、
天

候
、
時
間
帯
に
よ
り
、
発
電
供
給
量
の
不
安
定
さ
が
課
題
と

し
て
認
識
さ
れ
た
。

　
再
エ
ネ
電
力
は
送
電
線
を
通
じ
て
需
要
地
に
送
ら
れ
る

が
、
送
電
線
の
整
備
が
不
十
分
な
場
合
は
再
エ
ネ
開
発
が

進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
再
エ
ネ
が
開
発
さ
れ
な
い
ま
ま
の
地
域

も
全
国
で
多
数
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
中
、
水
を
再
エ
ネ

電
力
で
電
気
分
解
し
て
製
造
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
水
素
※
1
が
、

再
エ
ネ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
※
2
と
し
て
着
目
さ
れ
て

い
る
。

　
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
熱
由
来
電
力
を
利
用
し
た
地

産
国
消
型
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」
は
、
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
グ
リ
ー
ン

水
素
を
製
造
し
、
消
費
地
点
ま
で
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、
脱

炭
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

で
あ
る
。

九
重
の
地
熱
を
利
用
し
た
水
素
製
造

　
再
エ
ネ
由
来
の
グ
リ
ー
ン
水
素
は
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
、

安
価
な
グ
リ
ー
ン
水
素
を
実
現
す
る
に
は
、
再
エ
ネ
の
価
格

低
減
と
水
電
解
装
置
の
稼
働
率
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

　
再
エ
ネ
価
格
低
減
に
は
、
太
陽
光
発
電
が
最
盛
で
、
出
力

抑
制
が
行
わ
れ
る
際
の
余
剰
電
力
を
用
い
る
ア
イ
デ
ア
が
あ

る
。
た
だ
、
出
力
抑
制
に
よ
り
電
力
単
価
が
下
が
る
時
間
は

限
ら
れ
る
た
め
、
水
電
解
装
置
の
フ
ル
活
用
に
は
繋
が
ら
な

い
。
広
く
普
及
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
の
設
備
利
用
率
は
十

数
％
、
今
後
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
で
二
〇
〜

三
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
）。
こ
の
た
め
変
動
す
る
再

エ
ネ
を
中
心
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄
お
う
と
す
れ
ば
、

ピ
ー
ク
時
に
対
応
で
き
る
大
き
な
設
備
が
必
要
と
な
る
一
方

で
、
設
備
利
用
率
は
低
く
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。

　
一
方
、
地
熱
発
電
は
設
備
利
用
率
の
高
い
安
定
電
源
で
あ

る
。
ま
た
、
我
が
国
は
世
界
有
数
の
火
山
国
で
あ
り
国
内
の

地
熱
資
源
量
は
世
界
第
三
位
で
あ
る
も
の
の
、
設
備
容
量
は

第
九
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（
図
2
）、
一
層
の
普
及
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
地
熱
の
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
要
因
と
し
て
、
掘
削
や
蒸

気
熱
水
採
取
な
ど
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
等
に
よ
り
、
許
認

可
プ
ロ
セ
ス
が
煩
雑
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

vol.4 　社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

地
熱
由
来
電
力
を
利
用
し
た
地
産
国
消
型

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

株
式
会
社
大
林
組

　グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部

　梶
木

　盛
也

※
1
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
を
電
気
分
解
し
て
つ
く
る
水
素
の
こ
と
。
ブ

ル
ー
水
素
や
グ
レ
ー
水
素
の
よ
う
に
製
造
時
に
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
た

め
に
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

※
2
　 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
送
・
貯
蔵
の
た
め
の
担
体
と
な
る
化
学
物
質
を
指
す
。

石
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
天
然
ガ
ス
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
近
年
は
環
境
関
連

問
題
を
配
慮
し
て
、
水
素
、
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ド
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ

ノ
ー
ル
、
金
属
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
再
生
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
に
転
換

し
て
輸
送
・
貯
蔵
で
き
れ
ば
、
国
内
に
偏
在
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」

　
に
貢
献
す
る

近
年
は
調
査
予
測
技
術
の
向
上
に
と
も
な
い
規
制
緩
和
が
す

す
み
、
各
地
で
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
む

し
ろ
最
近
は
、
地
熱
有

望
地
で
あ
っ
て
も
、
開

発
に
必
要
な
道
路
や
送

電
線
等
の
イ
ン
フ
ラ
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
九
重
町
で
の
水
素
製

造
は
、
送
電
線
へ
の
接

続
が
課
題
で
あ
っ
た
た

め
に
停
滞
し
て
い
た
地

熱
発
電
事
業
を
、
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
水
素
製
造
に
結
び
つ
け
た
事
例
で
あ
る
。

　
大
分
県
九
重
町
は
、
湯
布
院
の
西
側
に
位
置
す
る
典
型
的

な
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
九
州
は
太
陽
光
発
電
装
置
が
大
量

に
稼
働
し
て
お
り
、
春
秋
に
は
出
力
抑
制
が
頻
繁
に
行
わ
れ

る
た
め
、
開
発
に
期
間
を
要
す
る
地
熱
発
電
は
系
統
連
系
協

議
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
。
本
事
業
も
地
域
主
体
の
地
熱
開

発
企
業
が
地
熱
発
電
を
目
的
と
し
て
調
査
を
行
い
、
試
掘
を

経
て
生
産
井
（
地
下
か
ら
高
温
の
蒸
気
と
熱
水
を
取
り
出
す

井
戸
）
ま
で
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
出
力
抑
制
の
あ

お
り
を
受
け
て
系
統
接
続
に
時
間
を
要
し
、
F
I
T
制
度
※
3

の
申
請
が
出
来
ず
事
業
が
一
時
中
断
し
て
い
た
。

　
二
〇
一
六
年
頃
、
井
戸
を
保
有
す
る
地
元
企
業
よ
り
当
社

に
状
況
打
開
の
相
談
が
あ
り
、
水
素
製
造
を
提
案
し
両
社
の

合
意
の
も
と
、
噴
気
確
認
等
の
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
八
年
よ
り
計
画
及
び
設
計
、
許
認
可
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
敷
地
造
成
、
設
備
設
置
を
経
て
、
二
〇
二
一
年

七
月
に
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
、
八
月
に
は
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
（
大

分
県
日
田
市
）
で
行
わ
れ
た
ス
ー
パ
ー
耐
久
レ
ー
ス
で
の
水

素
供
給
を
皮
切
り
に
、
水
素
製
造
か
ら
供
給
ま
で
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
運
用
を
開
始
し
て
い
る
（
写
真
1
、
図
3
）。

　
事
業
は
大
林
組
が
地
元
よ
り
土
地
を
借
り
受
け
る
と
共
に

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
購
入
す
る
形
態
を
取
っ
て
い
る
が
、
地

域
社
会
と
の
接
点
は
地
元
企
業
が
担
い
、
大
林
組
は
発
電
や

水
素
製
造
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
地
元
の
野
矢
小
学
校
子
ど
も
会
、

大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
を
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
や
企

業
が
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。（
二
〇
二
三
年
十
月
末
時
点
で

九
五
団
体
六
六
九
名
、
写
真
2
）

　

※
3
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会
社
（
小
売
電
気
事

業
者
）
が
一
定
期
間
固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度

写真1　九重町の水素製造プラント

図3　地熱による水素製造事業

写真2  地元子ども会より寄せられたメッセージ
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の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

地
熱
由
来
電
力
を
利
用
し
た
地
産
国
消
型

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

株
式
会
社
大
林
組

　グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部

　梶
木

　盛
也

※
1
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
を
電
気
分
解
し
て
つ
く
る
水
素
の
こ
と
。
ブ

ル
ー
水
素
や
グ
レ
ー
水
素
の
よ
う
に
製
造
時
に
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
た

め
に
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

※
2
　 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
送
・
貯
蔵
の
た
め
の
担
体
と
な
る
化
学
物
質
を
指
す
。

石
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
天
然
ガ
ス
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
近
年
は
環
境
関
連

問
題
を
配
慮
し
て
、
水
素
、
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ド
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ

ノ
ー
ル
、
金
属
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
再
生
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
に
転
換

し
て
輸
送
・
貯
蔵
で
き
れ
ば
、
国
内
に
偏
在
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」

　
に
貢
献
す
る

近
年
は
調
査
予
測
技
術
の
向
上
に
と
も
な
い
規
制
緩
和
が
す

す
み
、
各
地
で
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
む

し
ろ
最
近
は
、
地
熱
有

望
地
で
あ
っ
て
も
、
開

発
に
必
要
な
道
路
や
送

電
線
等
の
イ
ン
フ
ラ
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
九
重
町
で
の
水
素
製

造
は
、
送
電
線
へ
の
接

続
が
課
題
で
あ
っ
た
た

め
に
停
滞
し
て
い
た
地

熱
発
電
事
業
を
、
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
水
素
製
造
に
結
び
つ
け
た
事
例
で
あ
る
。

　
大
分
県
九
重
町
は
、
湯
布
院
の
西
側
に
位
置
す
る
典
型
的

な
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
九
州
は
太
陽
光
発
電
装
置
が
大
量

に
稼
働
し
て
お
り
、
春
秋
に
は
出
力
抑
制
が
頻
繁
に
行
わ
れ

る
た
め
、
開
発
に
期
間
を
要
す
る
地
熱
発
電
は
系
統
連
系
協

議
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
。
本
事
業
も
地
域
主
体
の
地
熱
開

発
企
業
が
地
熱
発
電
を
目
的
と
し
て
調
査
を
行
い
、
試
掘
を

経
て
生
産
井
（
地
下
か
ら
高
温
の
蒸
気
と
熱
水
を
取
り
出
す

井
戸
）
ま
で
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
出
力
抑
制
の
あ

お
り
を
受
け
て
系
統
接
続
に
時
間
を
要
し
、
F
I
T
制
度
※
3

の
申
請
が
出
来
ず
事
業
が
一
時
中
断
し
て
い
た
。

　
二
〇
一
六
年
頃
、
井
戸
を
保
有
す
る
地
元
企
業
よ
り
当
社

に
状
況
打
開
の
相
談
が
あ
り
、
水
素
製
造
を
提
案
し
両
社
の

合
意
の
も
と
、
噴
気
確
認
等
の
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
八
年
よ
り
計
画
及
び
設
計
、
許
認
可
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
敷
地
造
成
、
設
備
設
置
を
経
て
、
二
〇
二
一
年

七
月
に
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
、
八
月
に
は
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
（
大

分
県
日
田
市
）
で
行
わ
れ
た
ス
ー
パ
ー
耐
久
レ
ー
ス
で
の
水

素
供
給
を
皮
切
り
に
、
水
素
製
造
か
ら
供
給
ま
で
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
運
用
を
開
始
し
て
い
る
（
写
真
1
、
図
3
）。

　
事
業
は
大
林
組
が
地
元
よ
り
土
地
を
借
り
受
け
る
と
共
に

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
購
入
す
る
形
態
を
取
っ
て
い
る
が
、
地

域
社
会
と
の
接
点
は
地
元
企
業
が
担
い
、
大
林
組
は
発
電
や

水
素
製
造
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
地
元
の
野
矢
小
学
校
子
ど
も
会
、

大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
を
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
や
企

業
が
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。（
二
〇
二
三
年
十
月
末
時
点
で

九
五
団
体
六
六
九
名
、
写
真
2
）

　

※
3
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会
社
（
小
売
電
気
事

業
者
）
が
一
定
期
間
固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度

写真1　九重町の水素製造プラント

図3　地熱による水素製造事業

写真2  地元子ども会より寄せられたメッセージ
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」

　
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

　

　
近
年
、
多
く
の
企
業
が
二
〇
三
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
達
成
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
の
利
用
拡
大
が

欠
か
せ
な
い
。
大
林
組
は
再
エ
ネ
発
電
事
業
に
二
〇
一
二
年

か
ら
取
り
組
み
、
太
陽
光
発
電
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

風
力
発
電
（
陸
上
・
洋
上
）
と
、
同
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。

こ
の
中
で
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
エ
ネ
は
、
季
節
、
天

候
、
時
間
帯
に
よ
り
、
発
電
供
給
量
の
不
安
定
さ
が
課
題
と

し
て
認
識
さ
れ
た
。

　
再
エ
ネ
電
力
は
送
電
線
を
通
じ
て
需
要
地
に
送
ら
れ
る

が
、
送
電
線
の
整
備
が
不
十
分
な
場
合
は
再
エ
ネ
開
発
が

進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
再
エ
ネ
が
開
発
さ
れ
な
い
ま
ま
の
地
域

も
全
国
で
多
数
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
中
、
水
を
再
エ
ネ

電
力
で
電
気
分
解
し
て
製
造
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
水
素
※
1
が
、

再
エ
ネ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
※
2
と
し
て
着
目
さ
れ
て

い
る
。

　
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
熱
由
来
電
力
を
利
用
し
た
地

産
国
消
型
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」
は
、
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
グ
リ
ー
ン

水
素
を
製
造
し
、
消
費
地
点
ま
で
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、
脱

炭
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

で
あ
る
。

九
重
の
地
熱
を
利
用
し
た
水
素
製
造

　
再
エ
ネ
由
来
の
グ
リ
ー
ン
水
素
は
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
、

安
価
な
グ
リ
ー
ン
水
素
を
実
現
す
る
に
は
、
再
エ
ネ
の
価
格

低
減
と
水
電
解
装
置
の
稼
働
率
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

　
再
エ
ネ
価
格
低
減
に
は
、
太
陽
光
発
電
が
最
盛
で
、
出
力

抑
制
が
行
わ
れ
る
際
の
余
剰
電
力
を
用
い
る
ア
イ
デ
ア
が
あ

る
。
た
だ
、
出
力
抑
制
に
よ
り
電
力
単
価
が
下
が
る
時
間
は

限
ら
れ
る
た
め
、
水
電
解
装
置
の
フ
ル
活
用
に
は
繋
が
ら
な

い
。
広
く
普
及
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
の
設
備
利
用
率
は
十

数
％
、
今
後
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
で
二
〇
〜

三
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
）。
こ
の
た
め
変
動
す
る
再

エ
ネ
を
中
心
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄
お
う
と
す
れ
ば
、

ピ
ー
ク
時
に
対
応
で
き
る
大
き
な
設
備
が
必
要
と
な
る
一
方

で
、
設
備
利
用
率
は
低
く
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。

　
一
方
、
地
熱
発
電
は
設
備
利
用
率
の
高
い
安
定
電
源
で
あ

る
。
ま
た
、
我
が
国
は
世
界
有
数
の
火
山
国
で
あ
り
国
内
の

地
熱
資
源
量
は
世
界
第
三
位
で
あ
る
も
の
の
、
設
備
容
量
は

第
九
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（
図
2
）、
一
層
の
普
及
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
地
熱
の
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
要
因
と
し
て
、
掘
削
や
蒸

気
熱
水
採
取
な
ど
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
等
に
よ
り
、
許
認

可
プ
ロ
セ
ス
が
煩
雑
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

vol.4 　社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

地
熱
由
来
電
力
を
利
用
し
た
地
産
国
消
型

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

株
式
会
社
大
林
組

　グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部

　梶
木

　盛
也

※
1
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
を
電
気
分
解
し
て
つ
く
る
水
素
の
こ
と
。
ブ

ル
ー
水
素
や
グ
レ
ー
水
素
の
よ
う
に
製
造
時
に
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
た

め
に
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

※
2
　 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
送
・
貯
蔵
の
た
め
の
担
体
と
な
る
化
学
物
質
を
指
す
。

石
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
天
然
ガ
ス
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
近
年
は
環
境
関
連

問
題
を
配
慮
し
て
、
水
素
、
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ド
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ

ノ
ー
ル
、
金
属
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
再
生
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
に
転
換

し
て
輸
送
・
貯
蔵
で
き
れ
ば
、
国
内
に
偏
在
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」

　
に
貢
献
す
る

近
年
は
調
査
予
測
技
術
の
向
上
に
と
も
な
い
規
制
緩
和
が
す

す
み
、
各
地
で
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
む

し
ろ
最
近
は
、
地
熱
有

望
地
で
あ
っ
て
も
、
開

発
に
必
要
な
道
路
や
送

電
線
等
の
イ
ン
フ
ラ
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
九
重
町
で
の
水
素
製

造
は
、
送
電
線
へ
の
接

続
が
課
題
で
あ
っ
た
た

め
に
停
滞
し
て
い
た
地

熱
発
電
事
業
を
、
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
水
素
製
造
に
結
び
つ
け
た
事
例
で
あ
る
。

　
大
分
県
九
重
町
は
、
湯
布
院
の
西
側
に
位
置
す
る
典
型
的

な
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
九
州
は
太
陽
光
発
電
装
置
が
大
量

に
稼
働
し
て
お
り
、
春
秋
に
は
出
力
抑
制
が
頻
繁
に
行
わ
れ

る
た
め
、
開
発
に
期
間
を
要
す
る
地
熱
発
電
は
系
統
連
系
協

議
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
。
本
事
業
も
地
域
主
体
の
地
熱
開

発
企
業
が
地
熱
発
電
を
目
的
と
し
て
調
査
を
行
い
、
試
掘
を

経
て
生
産
井
（
地
下
か
ら
高
温
の
蒸
気
と
熱
水
を
取
り
出
す

井
戸
）
ま
で
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
出
力
抑
制
の
あ

お
り
を
受
け
て
系
統
接
続
に
時
間
を
要
し
、
F
I
T
制
度
※
3

の
申
請
が
出
来
ず
事
業
が
一
時
中
断
し
て
い
た
。

　
二
〇
一
六
年
頃
、
井
戸
を
保
有
す
る
地
元
企
業
よ
り
当
社

に
状
況
打
開
の
相
談
が
あ
り
、
水
素
製
造
を
提
案
し
両
社
の

合
意
の
も
と
、
噴
気
確
認
等
の
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
八
年
よ
り
計
画
及
び
設
計
、
許
認
可
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
敷
地
造
成
、
設
備
設
置
を
経
て
、
二
〇
二
一
年

七
月
に
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
、
八
月
に
は
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
（
大

分
県
日
田
市
）
で
行
わ
れ
た
ス
ー
パ
ー
耐
久
レ
ー
ス
で
の
水

素
供
給
を
皮
切
り
に
、
水
素
製
造
か
ら
供
給
ま
で
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
運
用
を
開
始
し
て
い
る
（
写
真
1
、
図
3
）。

　
事
業
は
大
林
組
が
地
元
よ
り
土
地
を
借
り
受
け
る
と
共
に

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
購
入
す
る
形
態
を
取
っ
て
い
る
が
、
地

域
社
会
と
の
接
点
は
地
元
企
業
が
担
い
、
大
林
組
は
発
電
や

水
素
製
造
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
地
元
の
野
矢
小
学
校
子
ど
も
会
、

大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
を
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
や
企

業
が
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。（
二
〇
二
三
年
十
月
末
時
点
で

九
五
団
体
六
六
九
名
、
写
真
2
）

　

※
3
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会
社
（
小
売
電
気
事

業
者
）
が
一
定
期
間
固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度

写真1　九重町の水素製造プラント

図3　地熱による水素製造事業

写真2  地元子ども会より寄せられたメッセージ
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食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」

　
に
貢
献
す
る

は
じ
め
に

　

　
近
年
、
多
く
の
企
業
が
二
〇
三
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
達
成
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
の
利
用
拡
大
が

欠
か
せ
な
い
。
大
林
組
は
再
エ
ネ
発
電
事
業
に
二
〇
一
二
年

か
ら
取
り
組
み
、
太
陽
光
発
電
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、

風
力
発
電
（
陸
上
・
洋
上
）
と
、
同
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。

こ
の
中
で
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
再
エ
ネ
は
、
季
節
、
天

候
、
時
間
帯
に
よ
り
、
発
電
供
給
量
の
不
安
定
さ
が
課
題
と

し
て
認
識
さ
れ
た
。

　
再
エ
ネ
電
力
は
送
電
線
を
通
じ
て
需
要
地
に
送
ら
れ
る

が
、
送
電
線
の
整
備
が
不
十
分
な
場
合
は
再
エ
ネ
開
発
が

進
ま
な
い
。
こ
の
た
め
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
再
エ
ネ
が
開
発
さ
れ
な
い
ま
ま
の
地
域

も
全
国
で
多
数
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
中
、
水
を
再
エ
ネ

電
力
で
電
気
分
解
し
て
製
造
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
水
素
※
1
が
、

再
エ
ネ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
※
2
と
し
て
着
目
さ
れ
て

い
る
。

　
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
熱
由
来
電
力
を
利
用
し
た
地

産
国
消
型
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」
は
、
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
て
グ
リ
ー
ン

水
素
を
製
造
し
、
消
費
地
点
ま
で
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、
脱

炭
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例

で
あ
る
。

九
重
の
地
熱
を
利
用
し
た
水
素
製
造

　
再
エ
ネ
由
来
の
グ
リ
ー
ン
水
素
は
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
、

安
価
な
グ
リ
ー
ン
水
素
を
実
現
す
る
に
は
、
再
エ
ネ
の
価
格

低
減
と
水
電
解
装
置
の
稼
働
率
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。

　
再
エ
ネ
価
格
低
減
に
は
、
太
陽
光
発
電
が
最
盛
で
、
出
力

抑
制
が
行
わ
れ
る
際
の
余
剰
電
力
を
用
い
る
ア
イ
デ
ア
が
あ

る
。
た
だ
、
出
力
抑
制
に
よ
り
電
力
単
価
が
下
が
る
時
間
は

限
ら
れ
る
た
め
、
水
電
解
装
置
の
フ
ル
活
用
に
は
繋
が
ら
な

い
。
広
く
普
及
し
て
い
る
太
陽
光
発
電
の
設
備
利
用
率
は
十

数
％
、
今
後
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
で
二
〇
〜

三
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
）。
こ
の
た
め
変
動
す
る
再

エ
ネ
を
中
心
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賄
お
う
と
す
れ
ば
、

ピ
ー
ク
時
に
対
応
で
き
る
大
き
な
設
備
が
必
要
と
な
る
一
方

で
、
設
備
利
用
率
は
低
く
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。

　
一
方
、
地
熱
発
電
は
設
備
利
用
率
の
高
い
安
定
電
源
で
あ

る
。
ま
た
、
我
が
国
は
世
界
有
数
の
火
山
国
で
あ
り
国
内
の

地
熱
資
源
量
は
世
界
第
三
位
で
あ
る
も
の
の
、
設
備
容
量
は

第
九
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
（
図
2
）、
一
層
の
普
及
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
地
熱
の
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
要
因
と
し
て
、
掘
削
や
蒸

気
熱
水
採
取
な
ど
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
等
に
よ
り
、
許
認

可
プ
ロ
セ
ス
が
煩
雑
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

vol.4 　社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
、S
D
G
s
の
潮
流
の
中
で
、建
設
業
界
で
は「
新
4
K
」や「
E
S
G
」の
取
組
が
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
お
り
、地

域
課
題
の
解
決
、社
会
貢
献
の
観
点
が
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、会
員
各
社
が
関
係
機
関
と
の
連
携
･
協
力
を
図
り
な
が
ら
行
っ

て
い
る
食
料
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」の
取
組
を
紹
介
し
、地
域
、社
会
貢
献
に
関
す
る
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
図
る
。

地
熱
由
来
電
力
を
利
用
し
た
地
産
国
消
型

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

株
式
会
社
大
林
組

　グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部

　梶
木

　盛
也

※
1
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
を
電
気
分
解
し
て
つ
く
る
水
素
の
こ
と
。
ブ

ル
ー
水
素
や
グ
レ
ー
水
素
の
よ
う
に
製
造
時
に
化
石
燃
料
を
使
わ
な
い
た

め
に
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

※
2
　 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
送
・
貯
蔵
の
た
め
の
担
体
と
な
る
化
学
物
質
を
指
す
。

石
油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
天
然
ガ
ス
な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
近
年
は
環
境
関
連

問
題
を
配
慮
し
て
、
水
素
、
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ
ド
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ

ノ
ー
ル
、
金
属
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
再
生
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
に
転
換

し
て
輸
送
・
貯
蔵
で
き
れ
ば
、
国
内
に
偏
在
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の「
地
産
国
消
」

　
に
貢
献
す
る

近
年
は
調
査
予
測
技
術
の
向
上
に
と
も
な
い
規
制
緩
和
が
す

す
み
、
各
地
で
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
む

し
ろ
最
近
は
、
地
熱
有

望
地
で
あ
っ
て
も
、
開

発
に
必
要
な
道
路
や
送

電
線
等
の
イ
ン
フ
ラ
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
九
重
町
で
の
水
素
製

造
は
、
送
電
線
へ
の
接

続
が
課
題
で
あ
っ
た
た

め
に
停
滞
し
て
い
た
地

熱
発
電
事
業
を
、
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
水
素
製
造
に
結
び
つ
け
た
事
例
で
あ
る
。

　
大
分
県
九
重
町
は
、
湯
布
院
の
西
側
に
位
置
す
る
典
型
的

な
中
山
間
地
域
で
あ
る
。
九
州
は
太
陽
光
発
電
装
置
が
大
量

に
稼
働
し
て
お
り
、
春
秋
に
は
出
力
抑
制
が
頻
繁
に
行
わ
れ

る
た
め
、
開
発
に
期
間
を
要
す
る
地
熱
発
電
は
系
統
連
系
協

議
で
不
利
な
立
場
に
あ
る
。
本
事
業
も
地
域
主
体
の
地
熱
開

発
企
業
が
地
熱
発
電
を
目
的
と
し
て
調
査
を
行
い
、
試
掘
を

経
て
生
産
井
（
地
下
か
ら
高
温
の
蒸
気
と
熱
水
を
取
り
出
す

井
戸
）
ま
で
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
出
力
抑
制
の
あ

お
り
を
受
け
て
系
統
接
続
に
時
間
を
要
し
、
F
I
T
制
度
※
3

の
申
請
が
出
来
ず
事
業
が
一
時
中
断
し
て
い
た
。

　
二
〇
一
六
年
頃
、
井
戸
を
保
有
す
る
地
元
企
業
よ
り
当
社

に
状
況
打
開
の
相
談
が
あ
り
、
水
素
製
造
を
提
案
し
両
社
の

合
意
の
も
と
、
噴
気
確
認
等
の
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
八
年
よ
り
計
画
及
び
設
計
、
許
認
可
、
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
敷
地
造
成
、
設
備
設
置
を
経
て
、
二
〇
二
一
年

七
月
に
プ
ラ
ン
ト
が
完
成
、
八
月
に
は
オ
ー
ト
ポ
リ
ス
（
大

分
県
日
田
市
）
で
行
わ
れ
た
ス
ー
パ
ー
耐
久
レ
ー
ス
で
の
水

素
供
給
を
皮
切
り
に
、
水
素
製
造
か
ら
供
給
ま
で
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
運
用
を
開
始
し
て
い
る
（
写
真
1
、
図
3
）。

　
事
業
は
大
林
組
が
地
元
よ
り
土
地
を
借
り
受
け
る
と
共
に

地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
購
入
す
る
形
態
を
取
っ
て
い
る
が
、
地

域
社
会
と
の
接
点
は
地
元
企
業
が
担
い
、
大
林
組
は
発
電
や

水
素
製
造
な
ど
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
地
元
の
野
矢
小
学
校
子
ど
も
会
、

大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
を
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
や
企

業
が
見
学
に
訪
れ
て
い
る
。（
二
〇
二
三
年
十
月
末
時
点
で

九
五
団
体
六
六
九
名
、
写
真
2
）

　

※
3
　 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た
電
気
を
、
電
力
会
社
（
小
売
電
気
事

業
者
）
が
一
定
期
間
固
定
価
格
で
買
い
取
る
こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度

写真1　九重町の水素製造プラント

図3　地熱による水素製造事業

写真2  地元子ども会より寄せられたメッセージ
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当
地
の
地
熱
規
模
は
二
五
〇
kW
（
現
在
は
半
分
の
一
二
五
kW

を
使
用
）
と
比
較
的
小
規
模
で
あ
り
、
発
電
は
一
般
的
な
フ

ラ
ッ
シ
ュ
型
で
な
く
、
小
規
模
で
も
効
率
よ
く
水
素
製
造
を

行
う
た
め
バ
イ
ナ
リ
ー
型
※
4
を
採
用
し
て
い
る
。
水
素
製

造
は
、
P
E
M
型
の
水
電
解
装
置
で
純
水
素
燃
料
電
池
に
直

接
使
用
で
き
る
高
純
度
（
九
九
・
九
九
九
％
）
の
水
素
を
一

時
間
あ
た
り
一
〇
N㎥
の
規
模
で
製
造
し
て
い
る
。
こ
の
水
素

を
圧
縮
機
で
二
〇
MPa
（
二
〇
〇
気
圧
）
に
昇
圧
し
、
カ
ー
ド

ル
（
ボ
ン
ベ
の
束
）
に
充
填
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
国
消

　
当
社
の
水
素
に
関
す
る
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
、
水
素

の
製
造
だ
け
で
な
く
、
貯
蔵
・
輸
送
、
利
用
ま
で
を
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
が
あ
る
（
図
4
）。
建
設
事
業
を

中
核
に
据
え
る
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
は
、
水
電
解
装
置
や
燃
料

電
池
※
5
な
ど
の
機
器
開
発
は
難
し
い
。
一
方
、
建
設
業
は

様
々
な
専
門
工
事
会
社
や
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達
を
行
い
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て

い
く
請
負
業
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
、

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
水
素
を
地
域
社
会
に
普
及
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

地
産
地
消
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。
一
般
的
に
、
分
散
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ュ
エ
ー
ン
は
地
域
に
根

ざ
し
た
独
立
型
と
な
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
故
障
時
の

安
定
供
給
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

各
地
域
を
互
い
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
相
互
補
完
関
係
を
作
り

出
す
こ
と
で
（
図
5
）
安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
、
グ
リ
ー

ン
水
素
の
普
及
、
水
素
社
会
の
構
築
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
現
在
、
当
社
は
自
社
を
含
む
七
地
点
に
水
素
供
給
を
行
っ

て
い
る
（
表
1
）。
こ
れ
以
外
に
も
各
所
か
ら
打
診
が
あ
り
、

供
給
に
向
け
た
協
議
や
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
近
は
地

域
を
越
え
た
遠
隔
地
に
も
水
素
を
供
給
す
る
こ
と
が
増
え
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
ニ
ー
ズ
が
、

各
地
で
高
ま
っ
て
い
る
。

※
5
　 「
水
素
」
と
「
酸
素
」
を
化
学
反
応
さ
せ
て
、
直
接
「
電
気
」
を
発
電
す

る
新
し
い
概
念
の
発
電
装
置
。「
電
池
」
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い
る
が
、

蓄
電
池
の
よ
う
に
充
電
し
た
電
気
を
溜
め
て
お
く
も
の
で
は
な
い
。

※
4
　 

地
熱
発
電
で
は
、
主
に
二
〇
〇
℃
以
上
（
地
上
で
の
温
度
）
の
高
温
地
熱

流
体
を
利
用
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
型
に
対
し

て
、
一
五
〇
℃
以
下
で
は
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

水
よ
り
沸
点
が
低
い
媒
体
（
水
と
ア
ン
モ
ニ
ア
の
混
合
物
な
ど
）
と
熱
交

換
し
、
こ
の
媒
体
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
バ
イ
ナ
リ
ー
型
が
あ
る
。

図4　グリーン水素サプライチェーンのイメージ

図5　地産地消型サプライチェーンのネットワーク

表1　九重水素の供給先例

供給先 用　途

大分EBL水素ステーション 江藤酸素と江藤産業が共同で運営する大分県の水素ステー
ション「大分EBL水素ステーション」の販売用燃料として使用

水素ステーション久留米 福岡酸素が運用する「水素ステーション久留米」の販売用燃料
として使用

水素エネルギー製品
研究試験センター

同センターが行う水素エネルギー関連製品の製品試験用ガス
として使用

トヨタ自動車
スーパー耐久レース（大分オートポリス、岡山国際サーキッ
ト）で、トヨタ自動車が開発する水素エンジン（内燃機関）搭
載車の燃料として使用

ヤンマーパワーテクノロジー 同社が開発している船舶用燃料電池システムを搭載した実証
試験艇の燃料として使用

大林道路
北部アスファルト混合所

佐賀県三養基郡基山町にあるアスファルトプラントに設置し
た水素専焼バーナーの試験燃料として使用

大林組
岩谷産業神戸工事事務所

岩谷産業発注の新研修所工事事務所の燃料電池燃料として使
用

⑴
大
林
道
路 

北
部
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
砂
や
砂

利
（
骨
材
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
舗
装
に
用
い
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
を
製
造
す
る
。
こ
の
際
、
骨
材
を
完
全
に
乾
燥
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
ヤ
の
燃
料
と
し
て
重

油
や
都
市
ガ
ス
を
用
い
て
き
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
の

合
材
製
造
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
う
ち
、
ド
ラ

イ
ヤ
燃
焼
バ
ー
ナ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
約

九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
二
〇
二
三
年
一
月
、
大
林
道
路
九
州
支
店
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
所
（
佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町
）
に
お
い
て
、
水
素

専
焼
バ
ー
ナ
ー
燃
焼
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
製
造
の

実
証
実
験
を
行
い
、
現
行
燃
料
で
あ
る
都
市
ガ
ス
の
代
わ
り

に
九
重
の
グ
リ
ー
ン
水
素
を
用
い
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物

製
造
時
に
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
一
〇
〇
％

削
減
に
成
功
し
た
（
写
真
3
）。

⑵
岩
谷
産
業
神
戸
工
事
事
務
所

　
岩
谷
産
業
の
新
研
修
施
設
建
設
現
場
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

で
は
、
日
本
初
と
な
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
（N

et Zero Energy 

Building

）
を
取
得
し
た
木
造
仮
設
事
務
所
に
加
え
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
と
水
素
燃
料
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
電
力

供
給
を
行
う
こ
と
で
、
脱
炭
素
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
昼
間
は
太
陽
光
発
電
に
て
最
大
二
一
・
八
一
kw
の
電
力
を

発
電
し
、
太
陽
光
の
電
力
が
不
足
す
る
場
合
に
も
、
純
水
素

燃
料
電
池
の
電
力
五
kW
で
安
定
し
た
電
力
供
給
を
実
現
し
て

い
る
。
こ
の
燃
料
電
池
の
燃
料
と
し
て
、
九
重
の
グ
リ
ー
ン

水
素
を
使
用
※
6
し
て
い
る
（
写
真
4
）。

　
地
産
地
消
の
枠
を
超
え

た
水
素
の
長
距
離
輸
送
と

な
る
た
め
、
搬
送
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に

つ
い
て
も
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
等
に
よ
る
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
紹
介
し
た
地
熱

を
利
用
し
た
グ
リ
ー
ン
水

素
の
製
造
事
業
は
、
分
散

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
地
熱
だ
け
で
な
く
小
水
力
や
潮
力
な

ど
安
定
的
な
再
エ
ネ
が
確
保
で
き
れ
ば
、
他
地
域
に
も
十
分

展
開
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
変
動
性

再
エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
電
力
を
確
保

で
き
る
ケ
ー
ス
も
多
々
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
特
性

に
応
じ
た
再
エ
ネ
を
効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　
地
域
の
水
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
水
素
は
爆
発
す
る
、

危
険
で
な
い
か
」
と
懸
念
す
る
声
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
ガ

ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
ボ
ン
ベ
）
も
水
素
と
同
じ
危

険
物
で
あ
る
が
、
我
々
が
時
間
を
か
け
て
取
り
扱
い
方
法
を

身
に
つ
け
た
結
果
、
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
は
異
な
り
、
地
産
地
消
型
の
水

素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
小
規
模
で
あ
り
、
必
ず
し
も
水
素
が
専

門
で
な
い
人
が
担
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
い
わ
ば
、
市
民
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
水
素
の
知
識
を
学
び
、
正
し
い
取
り

扱
い
方
法
を
身
に
つ
け
る
機
会
で
も
あ
る
。
地
産
地
消
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
水
素
も
ガ
ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
と
同
じ
よ
う
に
普
及
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
再
エ
ネ
を
活
用
す
る
分
散
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
に
く
く
、
コ
ス
ト
的

に
は
厳
し
い
面
が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
水
素
の
価
格
低
減
は
途

上
に
あ
り
、
安
価
な
水
素
が
手
に
入
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
。
現
在
は
高
コ
ス
ト
な
地
産
地
消
型
の
水
素
を
受
け
入

れ
る
理
由
と
し
て
環
境
価
値
や
B
C
P
が
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
水
素
の
普
及
啓
発
や
人
材
育
成
効
果
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
社
会
の
活
性
化
も
、
積
極
的
に
評

価
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
6
　 

岩
谷
産
業
様
が
製
造
す
る
水
素
と
併
用

写真4　岩谷産業神戸工事事務所での九重水素利用

写真3　大林道路アスファルト混合所での九重水素利用

24 土地改良　324号　2024.1●

当
地
の
地
熱
規
模
は
二
五
〇
kW
（
現
在
は
半
分
の
一
二
五
kW

を
使
用
）
と
比
較
的
小
規
模
で
あ
り
、
発
電
は
一
般
的
な
フ

ラ
ッ
シ
ュ
型
で
な
く
、
小
規
模
で
も
効
率
よ
く
水
素
製
造
を

行
う
た
め
バ
イ
ナ
リ
ー
型
※
4
を
採
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し
て
い
る
。
水
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造
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E
M
型
の
水
電
解
装
置
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純
水
素
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料
電
池
に
直

接
使
用
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き
る
高
純
度
（
九
九
・
九
九
九
％
）
の
水
素
を
一

時
間
あ
た
り
一
〇
N㎥
の
規
模
で
製
造
し
て
い
る
。
こ
の
水
素

を
圧
縮
機
で
二
〇
MPa
（
二
〇
〇
気
圧
）
に
昇
圧
し
、
カ
ー
ド

ル
（
ボ
ン
ベ
の
束
）
に
充
填
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
国
消

　
当
社
の
水
素
に
関
す
る
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
、
水
素

の
製
造
だ
け
で
な
く
、
貯
蔵
・
輸
送
、
利
用
ま
で
を
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
が
あ
る
（
図
4
）。
建
設
事
業
を

中
核
に
据
え
る
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
は
、
水
電
解
装
置
や
燃
料

電
池
※
5
な
ど
の
機
器
開
発
は
難
し
い
。
一
方
、
建
設
業
は

様
々
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専
門
工
事
会
社
や
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達
を
行
い
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て

い
く
請
負
業
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
、

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
水
素
を
地
域
社
会
に
普
及
定
着
さ
せ
る
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め
に
は
、

地
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の
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プ
ラ
イ
チ
ェ
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ン
を
相
互
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連
携
さ
せ
る

こ
と
が
効
果
的
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え
て
い
る
。
一
般
的
に
、
分
散
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ュ
エ
ー
ン
は
地
域
に
根

ざ
し
た
独
立
型
と
な
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
故
障
時
の

安
定
供
給
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

各
地
域
を
互
い
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
相
互
補
完
関
係
を
作
り

出
す
こ
と
で
（
図
5
）
安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
、
グ
リ
ー

ン
水
素
の
普
及
、
水
素
社
会
の
構
築
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
現
在
、
当
社
は
自
社
を
含
む
七
地
点
に
水
素
供
給
を
行
っ

て
い
る
（
表
1
）。
こ
れ
以
外
に
も
各
所
か
ら
打
診
が
あ
り
、

供
給
に
向
け
た
協
議
や
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
近
は
地

域
を
越
え
た
遠
隔
地
に
も
水
素
を
供
給
す
る
こ
と
が
増
え
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
ニ
ー
ズ
が
、

各
地
で
高
ま
っ
て
い
る
。

※
5
　 「
水
素
」
と
「
酸
素
」
を
化
学
反
応
さ
せ
て
、
直
接
「
電
気
」
を
発
電
す

る
新
し
い
概
念
の
発
電
装
置
。「
電
池
」
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い
る
が
、

蓄
電
池
の
よ
う
に
充
電
し
た
電
気
を
溜
め
て
お
く
も
の
で
は
な
い
。
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地
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発
電
で
は
、
主
に
二
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〇
℃
以
上
（
地
上
で
の
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度
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の
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地
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を
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て
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ー
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を
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て
発
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す
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型
に
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て
、
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以
下
で
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ー
ビ
ン
を
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が
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な
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め
に
、
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沸
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が
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媒
体
（
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と
ア
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ア
の
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合
物
な
ど
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と
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こ
の
媒
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蒸
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で
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ー
ビ
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を
回
す
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イ
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型
が
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る
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表1　九重水素の供給先例
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大分EBL水素ステーション 江藤酸素と江藤産業が共同で運営する大分県の水素ステー
ション「大分EBL水素ステーション」の販売用燃料として使用

水素ステーション久留米 福岡酸素が運用する「水素ステーション久留米」の販売用燃料
として使用

水素エネルギー製品
研究試験センター

同センターが行う水素エネルギー関連製品の製品試験用ガス
として使用

トヨタ自動車
スーパー耐久レース（大分オートポリス、岡山国際サーキッ
ト）で、トヨタ自動車が開発する水素エンジン（内燃機関）搭
載車の燃料として使用

ヤンマーパワーテクノロジー 同社が開発している船舶用燃料電池システムを搭載した実証
試験艇の燃料として使用

大林道路
北部アスファルト混合所

佐賀県三養基郡基山町にあるアスファルトプラントに設置し
た水素専焼バーナーの試験燃料として使用

大林組
岩谷産業神戸工事事務所

岩谷産業発注の新研修所工事事務所の燃料電池燃料として使
用

⑴
大
林
道
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北
部
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
砂
や
砂

利
（
骨
材
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
舗
装
に
用
い
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
を
製
造
す
る
。
こ
の
際
、
骨
材
を
完
全
に
乾
燥
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
ヤ
の
燃
料
と
し
て
重

油
や
都
市
ガ
ス
を
用
い
て
き
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
の

合
材
製
造
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
う
ち
、
ド
ラ

イ
ヤ
燃
焼
バ
ー
ナ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
約

九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
二
〇
二
三
年
一
月
、
大
林
道
路
九
州
支
店
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
所
（
佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町
）
に
お
い
て
、
水
素

専
焼
バ
ー
ナ
ー
燃
焼
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
製
造
の

実
証
実
験
を
行
い
、
現
行
燃
料
で
あ
る
都
市
ガ
ス
の
代
わ
り

に
九
重
の
グ
リ
ー
ン
水
素
を
用
い
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物

製
造
時
に
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
一
〇
〇
％

削
減
に
成
功
し
た
（
写
真
3
）。

⑵
岩
谷
産
業
神
戸
工
事
事
務
所

　
岩
谷
産
業
の
新
研
修
施
設
建
設
現
場
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

で
は
、
日
本
初
と
な
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
（N

et Zero Energy 

Building

）
を
取
得
し
た
木
造
仮
設
事
務
所
に
加
え
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
と
水
素
燃
料
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
電
力

供
給
を
行
う
こ
と
で
、
脱
炭
素
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
昼
間
は
太
陽
光
発
電
に
て
最
大
二
一
・
八
一
kw
の
電
力
を

発
電
し
、
太
陽
光
の
電
力
が
不
足
す
る
場
合
に
も
、
純
水
素

燃
料
電
池
の
電
力
五
kW
で
安
定
し
た
電
力
供
給
を
実
現
し
て

い
る
。
こ
の
燃
料
電
池
の
燃
料
と
し
て
、
九
重
の
グ
リ
ー
ン

水
素
を
使
用
※
6
し
て
い
る
（
写
真
4
）。

　
地
産
地
消
の
枠
を
超
え

た
水
素
の
長
距
離
輸
送
と

な
る
た
め
、
搬
送
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に

つ
い
て
も
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
等
に
よ
る
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
紹
介
し
た
地
熱

を
利
用
し
た
グ
リ
ー
ン
水

素
の
製
造
事
業
は
、
分
散

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
地
熱
だ
け
で
な
く
小
水
力
や
潮
力
な

ど
安
定
的
な
再
エ
ネ
が
確
保
で
き
れ
ば
、
他
地
域
に
も
十
分

展
開
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
変
動
性

再
エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
電
力
を
確
保

で
き
る
ケ
ー
ス
も
多
々
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
特
性

に
応
じ
た
再
エ
ネ
を
効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　
地
域
の
水
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
水
素
は
爆
発
す
る
、

危
険
で
な
い
か
」
と
懸
念
す
る
声
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
ガ

ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
ボ
ン
ベ
）
も
水
素
と
同
じ
危

険
物
で
あ
る
が
、
我
々
が
時
間
を
か
け
て
取
り
扱
い
方
法
を

身
に
つ
け
た
結
果
、
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
は
異
な
り
、
地
産
地
消
型
の
水

素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
小
規
模
で
あ
り
、
必
ず
し
も
水
素
が
専

門
で
な
い
人
が
担
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
い
わ
ば
、
市
民
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
水
素
の
知
識
を
学
び
、
正
し
い
取
り

扱
い
方
法
を
身
に
つ
け
る
機
会
で
も
あ
る
。
地
産
地
消
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
水
素
も
ガ
ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
と
同
じ
よ
う
に
普
及
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
再
エ
ネ
を
活
用
す
る
分
散
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
に
く
く
、
コ
ス
ト
的

に
は
厳
し
い
面
が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
水
素
の
価
格
低
減
は
途

上
に
あ
り
、
安
価
な
水
素
が
手
に
入
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
。
現
在
は
高
コ
ス
ト
な
地
産
地
消
型
の
水
素
を
受
け
入

れ
る
理
由
と
し
て
環
境
価
値
や
B
C
P
が
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
水
素
の
普
及
啓
発
や
人
材
育
成
効
果
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
社
会
の
活
性
化
も
、
積
極
的
に
評

価
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
6
　 

岩
谷
産
業
様
が
製
造
す
る
水
素
と
併
用

写真4　岩谷産業神戸工事事務所での九重水素利用

写真3　大林道路アスファルト混合所での九重水素利用
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当
地
の
地
熱
規
模
は
二
五
〇
kW
（
現
在
は
半
分
の
一
二
五
kW

を
使
用
）
と
比
較
的
小
規
模
で
あ
り
、
発
電
は
一
般
的
な
フ

ラ
ッ
シ
ュ
型
で
な
く
、
小
規
模
で
も
効
率
よ
く
水
素
製
造
を

行
う
た
め
バ
イ
ナ
リ
ー
型
※
4
を
採
用
し
て
い
る
。
水
素
製

造
は
、
P
E
M
型
の
水
電
解
装
置
で
純
水
素
燃
料
電
池
に
直

接
使
用
で
き
る
高
純
度
（
九
九
・
九
九
九
％
）
の
水
素
を
一

時
間
あ
た
り
一
〇
N㎥
の
規
模
で
製
造
し
て
い
る
。
こ
の
水
素

を
圧
縮
機
で
二
〇
MPa
（
二
〇
〇
気
圧
）
に
昇
圧
し
、
カ
ー
ド

ル
（
ボ
ン
ベ
の
束
）
に
充
填
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
国
消

　
当
社
の
水
素
に
関
す
る
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
、
水
素

の
製
造
だ
け
で
な
く
、
貯
蔵
・
輸
送
、
利
用
ま
で
を
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
が
あ
る
（
図
4
）。
建
設
事
業
を

中
核
に
据
え
る
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
は
、
水
電
解
装
置
や
燃
料

電
池
※
5
な
ど
の
機
器
開
発
は
難
し
い
。
一
方
、
建
設
業
は

様
々
な
専
門
工
事
会
社
や
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達
を
行
い
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て

い
く
請
負
業
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
、

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
水
素
を
地
域
社
会
に
普
及
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

地
産
地
消
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。
一
般
的
に
、
分
散
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ュ
エ
ー
ン
は
地
域
に
根

ざ
し
た
独
立
型
と
な
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
故
障
時
の

安
定
供
給
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

各
地
域
を
互
い
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
相
互
補
完
関
係
を
作
り

出
す
こ
と
で
（
図
5
）
安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
、
グ
リ
ー

ン
水
素
の
普
及
、
水
素
社
会
の
構
築
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
現
在
、
当
社
は
自
社
を
含
む
七
地
点
に
水
素
供
給
を
行
っ

て
い
る
（
表
1
）。
こ
れ
以
外
に
も
各
所
か
ら
打
診
が
あ
り
、

供
給
に
向
け
た
協
議
や
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
近
は
地

域
を
越
え
た
遠
隔
地
に
も
水
素
を
供
給
す
る
こ
と
が
増
え
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
ニ
ー
ズ
が
、

各
地
で
高
ま
っ
て
い
る
。

※
5
　 「
水
素
」
と
「
酸
素
」
を
化
学
反
応
さ
せ
て
、
直
接
「
電
気
」
を
発
電
す

る
新
し
い
概
念
の
発
電
装
置
。「
電
池
」
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い
る
が
、

蓄
電
池
の
よ
う
に
充
電
し
た
電
気
を
溜
め
て
お
く
も
の
で
は
な
い
。

※
4
　 

地
熱
発
電
で
は
、
主
に
二
〇
〇
℃
以
上
（
地
上
で
の
温
度
）
の
高
温
地
熱

流
体
を
利
用
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
型
に
対
し

て
、
一
五
〇
℃
以
下
で
は
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

水
よ
り
沸
点
が
低
い
媒
体
（
水
と
ア
ン
モ
ニ
ア
の
混
合
物
な
ど
）
と
熱
交

換
し
、
こ
の
媒
体
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
バ
イ
ナ
リ
ー
型
が
あ
る
。

図4　グリーン水素サプライチェーンのイメージ

図5　地産地消型サプライチェーンのネットワーク

表1　九重水素の供給先例

供給先 用　途

大分EBL水素ステーション 江藤酸素と江藤産業が共同で運営する大分県の水素ステー
ション「大分EBL水素ステーション」の販売用燃料として使用

水素ステーション久留米 福岡酸素が運用する「水素ステーション久留米」の販売用燃料
として使用

水素エネルギー製品
研究試験センター

同センターが行う水素エネルギー関連製品の製品試験用ガス
として使用

トヨタ自動車
スーパー耐久レース（大分オートポリス、岡山国際サーキッ
ト）で、トヨタ自動車が開発する水素エンジン（内燃機関）搭
載車の燃料として使用

ヤンマーパワーテクノロジー 同社が開発している船舶用燃料電池システムを搭載した実証
試験艇の燃料として使用

大林道路
北部アスファルト混合所

佐賀県三養基郡基山町にあるアスファルトプラントに設置し
た水素専焼バーナーの試験燃料として使用

大林組
岩谷産業神戸工事事務所

岩谷産業発注の新研修所工事事務所の燃料電池燃料として使
用

⑴
大
林
道
路 

北
部
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
砂
や
砂

利
（
骨
材
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
舗
装
に
用
い
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
を
製
造
す
る
。
こ
の
際
、
骨
材
を
完
全
に
乾
燥
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
ヤ
の
燃
料
と
し
て
重

油
や
都
市
ガ
ス
を
用
い
て
き
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
の

合
材
製
造
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
う
ち
、
ド
ラ

イ
ヤ
燃
焼
バ
ー
ナ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
約

九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
二
〇
二
三
年
一
月
、
大
林
道
路
九
州
支
店
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
所
（
佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町
）
に
お
い
て
、
水
素

専
焼
バ
ー
ナ
ー
燃
焼
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
製
造
の

実
証
実
験
を
行
い
、
現
行
燃
料
で
あ
る
都
市
ガ
ス
の
代
わ
り

に
九
重
の
グ
リ
ー
ン
水
素
を
用
い
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物

製
造
時
に
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
一
〇
〇
％

削
減
に
成
功
し
た
（
写
真
3
）。

⑵
岩
谷
産
業
神
戸
工
事
事
務
所

　
岩
谷
産
業
の
新
研
修
施
設
建
設
現
場
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

で
は
、
日
本
初
と
な
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
（N
et Zero Energy 

Building

）
を
取
得
し
た
木
造
仮
設
事
務
所
に
加
え
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
と
水
素
燃
料
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
電
力

供
給
を
行
う
こ
と
で
、
脱
炭
素
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
昼
間
は
太
陽
光
発
電
に
て
最
大
二
一
・
八
一
kw
の
電
力
を

発
電
し
、
太
陽
光
の
電
力
が
不
足
す
る
場
合
に
も
、
純
水
素

燃
料
電
池
の
電
力
五
kW
で
安
定
し
た
電
力
供
給
を
実
現
し
て

い
る
。
こ
の
燃
料
電
池
の
燃
料
と
し
て
、
九
重
の
グ
リ
ー
ン

水
素
を
使
用
※
6
し
て
い
る
（
写
真
4
）。

　
地
産
地
消
の
枠
を
超
え

た
水
素
の
長
距
離
輸
送
と

な
る
た
め
、
搬
送
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に

つ
い
て
も
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
等
に
よ
る
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
紹
介
し
た
地
熱

を
利
用
し
た
グ
リ
ー
ン
水

素
の
製
造
事
業
は
、
分
散

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
地
熱
だ
け
で
な
く
小
水
力
や
潮
力
な

ど
安
定
的
な
再
エ
ネ
が
確
保
で
き
れ
ば
、
他
地
域
に
も
十
分

展
開
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
変
動
性

再
エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
電
力
を
確
保

で
き
る
ケ
ー
ス
も
多
々
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
特
性

に
応
じ
た
再
エ
ネ
を
効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　
地
域
の
水
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
水
素
は
爆
発
す
る
、

危
険
で
な
い
か
」
と
懸
念
す
る
声
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
ガ

ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
ボ
ン
ベ
）
も
水
素
と
同
じ
危

険
物
で
あ
る
が
、
我
々
が
時
間
を
か
け
て
取
り
扱
い
方
法
を

身
に
つ
け
た
結
果
、
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
は
異
な
り
、
地
産
地
消
型
の
水

素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
小
規
模
で
あ
り
、
必
ず
し
も
水
素
が
専

門
で
な
い
人
が
担
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
い
わ
ば
、
市
民
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
水
素
の
知
識
を
学
び
、
正
し
い
取
り

扱
い
方
法
を
身
に
つ
け
る
機
会
で
も
あ
る
。
地
産
地
消
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
水
素
も
ガ
ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
と
同
じ
よ
う
に
普
及
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
再
エ
ネ
を
活
用
す
る
分
散
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
に
く
く
、
コ
ス
ト
的

に
は
厳
し
い
面
が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
水
素
の
価
格
低
減
は
途

上
に
あ
り
、
安
価
な
水
素
が
手
に
入
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
。
現
在
は
高
コ
ス
ト
な
地
産
地
消
型
の
水
素
を
受
け
入

れ
る
理
由
と
し
て
環
境
価
値
や
B
C
P
が
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
水
素
の
普
及
啓
発
や
人
材
育
成
効
果
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
社
会
の
活
性
化
も
、
積
極
的
に
評

価
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
6
　 

岩
谷
産
業
様
が
製
造
す
る
水
素
と
併
用

写真4　岩谷産業神戸工事事務所での九重水素利用

写真3　大林道路アスファルト混合所での九重水素利用
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当
地
の
地
熱
規
模
は
二
五
〇
kW
（
現
在
は
半
分
の
一
二
五
kW

を
使
用
）
と
比
較
的
小
規
模
で
あ
り
、
発
電
は
一
般
的
な
フ

ラ
ッ
シ
ュ
型
で
な
く
、
小
規
模
で
も
効
率
よ
く
水
素
製
造
を

行
う
た
め
バ
イ
ナ
リ
ー
型
※
4
を
採
用
し
て
い
る
。
水
素
製

造
は
、
P
E
M
型
の
水
電
解
装
置
で
純
水
素
燃
料
電
池
に
直

接
使
用
で
き
る
高
純
度
（
九
九
・
九
九
九
％
）
の
水
素
を
一

時
間
あ
た
り
一
〇
N㎥
の
規
模
で
製
造
し
て
い
る
。
こ
の
水
素

を
圧
縮
機
で
二
〇
MPa
（
二
〇
〇
気
圧
）
に
昇
圧
し
、
カ
ー
ド

ル
（
ボ
ン
ベ
の
束
）
に
充
填
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
国
消

　
当
社
の
水
素
に
関
す
る
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
、
水
素

の
製
造
だ
け
で
な
く
、
貯
蔵
・
輸
送
、
利
用
ま
で
を
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
が
あ
る
（
図
4
）。
建
設
事
業
を

中
核
に
据
え
る
ゼ
ネ
コ
ン
と
し
て
は
、
水
電
解
装
置
や
燃
料

電
池
※
5
な
ど
の
機
器
開
発
は
難
し
い
。
一
方
、
建
設
業
は

様
々
な
専
門
工
事
会
社
や
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達
を
行
い
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て

い
く
請
負
業
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
が
、

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
水
素
を
地
域
社
会
に
普
及
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

地
産
地
消
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
相
互
に
連
携
さ
せ
る

こ
と
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。
一
般
的
に
、
分
散
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ュ
エ
ー
ン
は
地
域
に
根

ざ
し
た
独
立
型
と
な
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
故
障
時
の

安
定
供
給
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

各
地
域
を
互
い
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
相
互
補
完
関
係
を
作
り

出
す
こ
と
で
（
図
5
）
安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
、
グ
リ
ー

ン
水
素
の
普
及
、
水
素
社
会
の
構
築
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
現
在
、
当
社
は
自
社
を
含
む
七
地
点
に
水
素
供
給
を
行
っ

て
い
る
（
表
1
）。
こ
れ
以
外
に
も
各
所
か
ら
打
診
が
あ
り
、

供
給
に
向
け
た
協
議
や
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
近
は
地

域
を
越
え
た
遠
隔
地
に
も
水
素
を
供
給
す
る
こ
と
が
増
え
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
ニ
ー
ズ
が
、

各
地
で
高
ま
っ
て
い
る
。

※
5
　 「
水
素
」
と
「
酸
素
」
を
化
学
反
応
さ
せ
て
、
直
接
「
電
気
」
を
発
電
す

る
新
し
い
概
念
の
発
電
装
置
。「
電
池
」
と
い
う
名
前
は
つ
い
て
い
る
が
、

蓄
電
池
の
よ
う
に
充
電
し
た
電
気
を
溜
め
て
お
く
も
の
で
は
な
い
。

※
4
　 

地
熱
発
電
で
は
、
主
に
二
〇
〇
℃
以
上
（
地
上
で
の
温
度
）
の
高
温
地
熱

流
体
を
利
用
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
型
に
対
し

て
、
一
五
〇
℃
以
下
で
は
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

水
よ
り
沸
点
が
低
い
媒
体
（
水
と
ア
ン
モ
ニ
ア
の
混
合
物
な
ど
）
と
熱
交

換
し
、
こ
の
媒
体
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
バ
イ
ナ
リ
ー
型
が
あ
る
。

図4　グリーン水素サプライチェーンのイメージ

図5　地産地消型サプライチェーンのネットワーク

表1　九重水素の供給先例

供給先 用　途

大分EBL水素ステーション 江藤酸素と江藤産業が共同で運営する大分県の水素ステー
ション「大分EBL水素ステーション」の販売用燃料として使用

水素ステーション久留米 福岡酸素が運用する「水素ステーション久留米」の販売用燃料
として使用

水素エネルギー製品
研究試験センター

同センターが行う水素エネルギー関連製品の製品試験用ガス
として使用

トヨタ自動車
スーパー耐久レース（大分オートポリス、岡山国際サーキッ
ト）で、トヨタ自動車が開発する水素エンジン（内燃機関）搭
載車の燃料として使用

ヤンマーパワーテクノロジー 同社が開発している船舶用燃料電池システムを搭載した実証
試験艇の燃料として使用

大林道路
北部アスファルト混合所

佐賀県三養基郡基山町にあるアスファルトプラントに設置し
た水素専焼バーナーの試験燃料として使用

大林組
岩谷産業神戸工事事務所

岩谷産業発注の新研修所工事事務所の燃料電池燃料として使
用

⑴
大
林
道
路 

北
部
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
砂
や
砂

利
（
骨
材
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
舗
装
に
用
い
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
物
を
製
造
す
る
。
こ
の
際
、
骨
材
を
完
全
に
乾
燥
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
ヤ
の
燃
料
と
し
て
重

油
や
都
市
ガ
ス
を
用
い
て
き
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
所
の

合
材
製
造
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
う
ち
、
ド
ラ

イ
ヤ
燃
焼
バ
ー
ナ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
約

九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
二
〇
二
三
年
一
月
、
大
林
道
路
九
州
支
店
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
混
合
所
（
佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町
）
に
お
い
て
、
水
素

専
焼
バ
ー
ナ
ー
燃
焼
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
製
造
の

実
証
実
験
を
行
い
、
現
行
燃
料
で
あ
る
都
市
ガ
ス
の
代
わ
り

に
九
重
の
グ
リ
ー
ン
水
素
を
用
い
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物

製
造
時
に
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
一
〇
〇
％

削
減
に
成
功
し
た
（
写
真
3
）。

⑵
岩
谷
産
業
神
戸
工
事
事
務
所

　
岩
谷
産
業
の
新
研
修
施
設
建
設
現
場
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

で
は
、
日
本
初
と
な
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
（N
et Zero Energy 

Building

）
を
取
得
し
た
木
造
仮
設
事
務
所
に
加
え
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
と
水
素
燃
料
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
電
力

供
給
を
行
う
こ
と
で
、
脱
炭
素
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
昼
間
は
太
陽
光
発
電
に
て
最
大
二
一
・
八
一
kw
の
電
力
を

発
電
し
、
太
陽
光
の
電
力
が
不
足
す
る
場
合
に
も
、
純
水
素

燃
料
電
池
の
電
力
五
kW
で
安
定
し
た
電
力
供
給
を
実
現
し
て

い
る
。
こ
の
燃
料
電
池
の
燃
料
と
し
て
、
九
重
の
グ
リ
ー
ン

水
素
を
使
用
※
6
し
て
い
る
（
写
真
4
）。

　
地
産
地
消
の
枠
を
超
え

た
水
素
の
長
距
離
輸
送
と

な
る
た
め
、
搬
送
時
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に

つ
い
て
も
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
等
に
よ
る
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
紹
介
し
た
地
熱

を
利
用
し
た
グ
リ
ー
ン
水

素
の
製
造
事
業
は
、
分
散

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
型
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
地
熱
だ
け
で
な
く
小
水
力
や
潮
力
な

ど
安
定
的
な
再
エ
ネ
が
確
保
で
き
れ
ば
、
他
地
域
に
も
十
分

展
開
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
変
動
性

再
エ
ネ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
電
力
を
確
保

で
き
る
ケ
ー
ス
も
多
々
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
地
域
特
性

に
応
じ
た
再
エ
ネ
を
効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

　
地
域
の
水
素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
水
素
は
爆
発
す
る
、

危
険
で
な
い
か
」
と
懸
念
す
る
声
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。
ガ

ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
（
ボ
ン
ベ
）
も
水
素
と
同
じ
危

険
物
で
あ
る
が
、
我
々
が
時
間
を
か
け
て
取
り
扱
い
方
法
を

身
に
つ
け
た
結
果
、
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
は
異
な
り
、
地
産
地
消
型
の
水

素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
小
規
模
で
あ
り
、
必
ず
し
も
水
素
が
専

門
で
な
い
人
が
担
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
い
わ
ば
、
市
民
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
水
素
の
知
識
を
学
び
、
正
し
い
取
り

扱
い
方
法
を
身
に
つ
け
る
機
会
で
も
あ
る
。
地
産
地
消
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
水
素
も
ガ
ソ
リ
ン
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
と
同
じ
よ
う
に
普
及
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
の
再
エ
ネ
を
活
用
す
る
分
散
型
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
に
く
く
、
コ
ス
ト
的

に
は
厳
し
い
面
が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
水
素
の
価
格
低
減
は
途

上
に
あ
り
、
安
価
な
水
素
が
手
に
入
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
。
現
在
は
高
コ
ス
ト
な
地
産
地
消
型
の
水
素
を
受
け
入

れ
る
理
由
と
し
て
環
境
価
値
や
B
C
P
が
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
水
素
の
普
及
啓
発
や
人
材
育
成
効
果
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
社
会
の
活
性
化
も
、
積
極
的
に
評

価
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
6
　 

岩
谷
産
業
様
が
製
造
す
る
水
素
と
併
用

写真4　岩谷産業神戸工事事務所での九重水素利用

写真3　大林道路アスファルト混合所での九重水素利用
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